
教職員研究グループ活動状況報告書

南あわじ市立沼島中学校代表者の所

属・職・氏名 教頭 田端 幸子

研究グループ名

（ 沼島中・教職員グループ ）

研究テーマ分類番号（ ５ ）

(1)研究テーマ

ふるさと「沼島」を誇りに思い、守っていく人材を育てる

～１７年目の「沼島を知る活動」を通して～

(2)研究経過及び具体的な取組

総合的な学習の中で、伝統と文化に関する教育の教師力を向上させる。

総合的な学習

１ 自然班 テーマ・・・「調べる」「守る」「共に生きる」

沼島の自然環境を、調査・研究し、自然とどう向き合うかを学習指導する。

・沼島周辺の海水の水質調査（COD、残留塩素、亜硝酸、リン酸，ＰＨの調査）

・ナルトサワギクの分布調査と駆除

２ 歴史班 テーマ・・・「 沼島の歴史を再発見 」

みんなが知っているようで、知らない故郷の史跡・文化財の調査指導をする。

３ 沼島音頭班 テーマ・・・ふるさとの芸能「音頭」に誇りをもつ

沼島の歴史ある伝統芸能「沼島音頭」の研究と継承の指導をする。

本年度は、「白糸ながし」に挑戦

６月 沼島音頭の歴史を学ぶ

・実施場所：沼島中学校 図書室

・講 師：沼島伝統文化保存会 ５名

沼島の史跡や自然のフィールドワーク実施

・実施場所：沼島神宮寺、庭園、西光寺、沼島八幡宮

・講 師：沼島伝統文化保存会 ５名

８月 教職員ワークショップで伝統文化について話し合う

９月 沼島音頭を教職員が踊る

・実施場所：沼島総合グラウンド

・講 師：沼島伝統文化保存会 ５名

１１月１７日 学習発表会で舞台発表

・実施場所：沼島総合センター

・内 容：学習発表会において、地域の人を前に生徒が舞台発表をする。

・成 果：音頭班は、情のある音頭（うた）としっかりした踊りが、大人並

みに完成されていると、地域の大人から大絶賛された。また他の

２班は、プレゼンを使って調べ学習をまとめ、立派に発表した。

１月 沼島百人一首会の実施指導

・実施場所：沼島中学校 図書室

・講 師：沼島伝統文化保存会 ５名

２月 生徒の伝統文化への意識調査（予定）

２月９日 南あわじ市子ども伝統芸能発表会において、舞台発表（予定）


